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第 l表 スルブアミシ酸アンモシ撒布と雑草枯死状況く195の
事量 草 名 5 日後 15日後 25日後
見ズメノテツポウ 5抽不 ヨE 下糞変色 出稼結実……小株は枯れるが大株は生存す.
く20-45cm) 10 実 色 宇 枯 一部生育
ヤ z ムグラ 5 禍 色 一部禍変 一部生育山...去にからみついて瑛剤が充分附婚しないものが生存する
(20-30cm) 10 責 変 賀禍変 殆んど枯れる・・・・・・大株は生存する.
ミミナグサ 5 黄禍変 枯 亨己
く25cm) 10 責 変 枯 9~ " 
". ~ ". 7 ;>. ~ 5 1/2責褐色 " " 
く5-lOcm) 10 黄禍変 " " 
pチイヌアグリ 5 下部責変 " " ......大株の一部が生存する.
く12-15cm) 10 " w " 、y メ ク サ 10 " " 
" 1/ '.・H ・大株の一部は生存する.p ヂ
獄 10 黄禍変 " " 
アレチノギク 5 先端褐変 " " 
く10cm) 10 褐 変 " " 
ナ 宮P ナ 10 " " -・・・大株の一部は生存する.
イ買 jf ラ y 10 宇 枯 " " 
ム ν ク サ 10 枯 - 9~ 1/ 
;>.ズメノエ V ドウ 10 " 1/ ノ、 ヨ ~ 10 " " 
キウりグサ 10 " 1/ 
ハナイパナ 10 " 1/ 




備考・・・ 4 月中，下旬 5~古渡坪当 30-50g， 10%液は坪当 100-200gを如震にて撒布，雑草種名下の
く〉内は撤布当時の草丈を示した.
第 2表 スルアアミン酸アンモシの裸麦株元への直接撒布と似穫物く1950)
坪当 (1) 4 月 13日撒布 く2) 4 月 24日撒布
都:布量 総重 穀重 1*穂数遅れ穂 総重 穀重 1 ;失穂数懇れ穂
本ルプア者:Ylt E 置 置 4h 本 置 置 Ah 1.6 本アジ毛 y 国 一 制l5 168 ..2 
1 100 708 205 5.2 1.5 760 135 3.3 2d 
" 150 705 150 4.6 2.4 680 32 3.0 3d 
" 200 690 125 4.2 2.1 890 65 3.4 3.9 
無 撤 布 6雪3 202 5.1 0.3 883 256 4.7 0.1 
備考 l区 1/2坪2連制，穂数は 1株平均， 1:失穂数は普通事‘で遮れ穂は2次出穂したものである.
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坪当 6.月5日生雑草.. 合計 育分問比
小室長枚穫物





'b kK 、車 ‘ スルアア t~.アV唱 ν ~ 197 2伺 4ω 43.8 1.05 0.27 87.1 理主
" 50 104 117 221 21.0 O.伺 0.05 16.0 主題 fI 75 98 76 174 16.6 大容 大轡
撤 fI 100 86 16 102 9.7 fI " 
布 1/ 150 36 2 38 3.6 " " ~. 撤 布 232 819 1051 1∞.0 1.01 0.31 1∞.0 
ゴ睡間獲a理KE1I)l  l 3Rルアアさ3'v ， aYv 俊アシ毛v
25 37.8 6.5 37.4 2.12 0.63 123.5 
50 42.2 5.8 33.3 1.64 0.49 96.1 
75 36.8 3.7 21.3 1.64 0.46 90.2 
100 33.3 3.5 20.1 1.91 0.52 102.I 
150 29.3 3.8 21.8 1.44 0.35 68.6 
無鍬布 22.4 17.4 100.0 1.78 0.51 100.0 
備考・・・ 1区 1/2坪3遺制，品種新中長.1月20日播種. 3月17日業期j撒布，










1952隼の 誌厳 成 績
試験方法・…・・1951年 11月30日に小受を播種してたき，翌年3月19臼までに.(1)!j、
変嬬種してから中耕せや放任し. 1平方尺内に1~l5cm のスズメノテツポウが平均 145
本生えている地区. (2) 2月21日に1回丈中耕し.0.5-7cm V長さDスズメノテツポ
ウが同じく30本位生えた地区. (3)撒布前日に中耕して雑草のない地区，それぞれに本
剤10%液を(1)(2)は茎葉撒布(3)は土壌処理し?と.その殺草と防除効果の最終的評
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価として，第4表。如く残存雑草本数と重量を調査した.
第 4表 スルアアミン酸アンモシ撤布とスズメ Jテツポウ残存と発生 (1952)
坪当 (1)茎業撒布 (2)茎業撒布 (3)土狼底辺
撒布量 発生数 生草量 発生数 生草量 発生数 主主草量
* 1・ー 置 本 E 事 E スルフア書;.-Itァ;.-~;.- Ut S棺・ f ぉ..0 15 3." '晶 。A
11 20 140 22.5 14 1.8 8 0.3 
1 30 98 25.0 8 0.5 7 0.3 
" 40 72 24.5 10 5.0 0.1 
" 50 49 19.0 。 。 7 0.1 
1 60 22 5.5 12 3.3 3 0-1 
11 70 62 38.0 2 0.5 。 。
11 80 0.2 。 。 0.1 
" 90 8 1.3 。 。 2 0.1 
fI 100 43 16.3 。 。 。 。
11 200 。 。 。 。 。 。
無 獄 布 一 199 52.0 46 10.2 10 0.4 























きいといえる.一方，小麦は撒布してから 2週間後の播種では 25g区を除いて 50g以上
白区は何れも薬害があった しかし.3週間後の矯種はそれらも薬害が見られ君主いので，
坪当50~1∞g 区の毒力は大体 3週間で分解するようである. ヲたに本試験にたいては除草
区がたいのではっきりし君主いが，無撒布で雑草を放任した区に比ペて薬剤区は何れも牧量
が大きいととがわかる.
第 5表 a スルフアミン酸アシモシの小麦矯種前処混と雑草発生 (1952-53)
12月24日 2月19日 3月26日 6 月 4 日
坪当撒布:8:
百分"S乞禾本草寺其他禾本科其他禾本科主主他釆本草寺 美徳 It 
スルアヨF晶~ 25g 本 有 4修 $ 本 怠 ‘ .  ' 'h n 30 12 42 13 53 30.8 158.5 189.3 13.8 アンモン
" 50 3 31 6 22 5 27 5.0 77.3 82.3 6.0 
" 75 3 17 3 1 4 23 1.8 30.2 32.0 2.3 
" 100 28 2 9 2 21 1.6 7.3 8.9 0.7 






第 5表 b スルプアミシ酸アジモシによる小麦播種前処理と小麦の収穫物
坪当撒布量: 播慮理種前日 発芽粒数 総怠 得意 穀怠 同百分比
スルフア暑が・Eプシ4i:~ 25 軍 2事. . 軍 ー 量 -6 41 20() 128 5l.8 193.3 
25 3 M 41 300 178 91.0 260.0 
50 2 11 36 255 155 74.5 278.0 
50 3 1 40 293 180 92.0 262.9 
75 2 1 30 245 160 65.5 214.4 
75 3 11 40 370 243 99.0 282.9 
100 2 1 25 2)5 128 50.5 188.4 
100 3 1 42 400 273 90.8 259.4 
無 徹 布 〈対照 2 11) 40 113 73 26.6 100.0 
1 ( /1 3 。〉 42 113 65 35.0 100.0 









第 6 表 スルフアミ Y酸アシモンの裸麦発芽前先曜と雑草量 (1952-日〉







見ズメノ其の;;<.ズメノ其の スズメノ集の;;<.，可メ f 其の 見ズメノ集の;;<.ズメノ其の 主晶.，
デ守4fウ偽 テザポウ他 テヲポウ鉱テ守ポウ他 テ守ポウ勉 テ守.，flv 他 官
スルヌプ f:>'扇町 10 耳
アンモン
車 率車本 車車率車率 1 1 Ir 1 震
7ひ伺 169 171 478 帽 124 2崎 185 b鋪 5伯お ι2s43 328 34日 596 66 .4 
11 20 33 12 33 58 136 45 38 35 115 233 189 1 720 216 1135 219 24.4 
" 30 16 19 14 20 69 12 30 13 38 93 58 6 344 107 515 90 10.0 
" 40 8 6 2 9 25 9 16 3 10 38 39 7 79 66 190 37 4.1 
" 50 4 2 0 2 8 3 15 1 13 32 lJ 4 9 31 53 9 1.0 無除草- 85 64 40:) 428 977 120 73 377 2幽 836
1図除草(土寄)一一 一 一 一一 154 37 378 232 801 755 76 3556 伺 6 5023 897 100.0 
3回守耕除草ー 75 104 139 297 615 44 84 97 298 523 198 24 188 114 524 95 10.6 
備 考・・・雑草発生本数は 1平方f{当， 5月1日の雑草量は 1坪当を示した.
第 8 表 スルブアミン酸アシモシ系除草剤の全面小麦発荊可処理と雑草量 (19日-54)
坪 12 月 13 日 4 月 16 日
議 ・ 陛 開 株 間雑草岡 陸 間 株 間雑草同百主主同百
事制J おの 句がノ其の 念本数百分土色 ZZ7→誕詔一一一-A山 棋の ま宇計分比砥草分比
重"が~ i'- 1t ;;;~ 他 1t' . ヂヲ訴守 事色 町 。，vS4 他 It 
スルプア害::>'It _tI. 率 牛車 率 本事事 由. 1 • 1 賓 館 . 1 ・Ir < 
アF毛;， ~ ~ -.20 101 67 168 1白 50 152 320 25.1 27.3 3.8 31.1 141・3 11.0 149.3 .剖.4 4-1・8 41.0 56θ 
グ 30 51 54 105 36 20 56 161 12.9 15.0 3.0 18.0 83.5 5.1 88.6 106.6 2ヰ.7 42.3 51.3 
" 40 8 13 21 8 16 24 45 3.6 2.5 1.6 401 9.5 5.4 14.9 19.0 4.9 9.0 10.9 
スルフアミジ酸 20 12 17 29 22 20 42 91 7.3 6.2 9.6 15.8 16.8 8.5 25.3 41.1 9.5 18.2 22.1 
" 30 15 4θ64 24 52 76 140 11.2 2.1 2.3 4.4 13.0 2.7 15.7 20.1 4.7 8.8 10.6 
" 40 27ω87 6 40 46 133 10.7 2.5 0.8 3.3 12.1 7.8 19.9 23.2 5.4 12.8 15.5 
イ芝ドヂスル'ホ
酷 20 91 149 240 140 74 214 454 36.4 83.3 9.7 93.0 120.2 12.3 132.5 225.5 52.2 50.3 61.3 :>'1'Ifア V モ y
グ 30 249 172 421 220 210 430 851 68.2 153.7 15.3 169.0 210.7 24.7 235.4 404.4 93.6 61.3 74.3 
" 40 64 81 145 72 22 94 239 19.2 28.2 4.8 33.0 48.3 4.2 52.5 85.5 19.8 27.3 3301 
無償布区一 213 278 491 410 346 756 1247 100.0 102.5 136.1 238.6 111.3 82.0 193.3 431.9 100.0 82.5 1000 













坪当発芽 1月28日 問 問
按布量始め発芽揃 出穂前成熟期総重藁主主百分比数量主 百分比
発芽本数
スがフア宰~. 匝 -H 身"ー 本 暗闇 月" k冨 ‘且 • kz ‘ 10 12.2512.30 3b 5. 2 6. 1 3.13 1.23 89.8 1.10 78.6 アジ宅シ
1 20 1 1 31 1 " 3.39 1.35 98.5 1.19 85.0 
1 30 " 1. 2 37 " " 3.59 1.33 93.4 1.31 93.6 
" 40 " 1. 8 28 5. 8 6. 8 3.52 1.35 98.5 1.24 88.6 
" 50 " " 24 " " 3.10 1.25 91.2 0.99 70.7 
無 除 草 一 " 12.30 34 .1.30 5.30 2.87 1.27 92.7 1.04 73.4 
3 回除草 " " 37 " 1 3.58 1.37 100.0 1.40 100.。
土寄のみ " " 35 " " 2.91 1.29 94.2 1.00 71.4 





















7~8粒になるように点播機で矯橿し，覆土を 2cm の厚さとした.つぎに 11月 18日に 3
猿邦jを夫有坪当20.30. 40gの割合に10%溶液を小型噴霧器で撒布した.12月15日反当











撤布量 13/XI 7/I 
出穏期成熟期総重百分比穀lIt百分比
嘩 周回 周囲 畢ー • 切 ，4 スルアア~~It.アV屯シ B ".:13 6.晶 3.也 95.3 1015 1∞.9 
I! 30 * 4.24 " 3.18 100.3 1.20 105.3 I! 40 + + " " 3.28 103.2 1.24 108.3 スルフア~ ;:.-酸 20 " " 3.12 98.4 1.17 102.7 
I! 30 + " " 3.07 96.8 1.20 105.1 
I! 40 + * 4.26 6. 7 2.83 89.3 1.09 95.3 イミドヂズルホン酸アVモν 20 4.23 6. 6 3.22 101.6 1.17 102.7 
" 30 " 1 3.23 101.9 1.19 104.3 
I! 40 4.24 1 3.20 1∞.9 I.?I 105.6 
無 提控 布 区 4.23 " 2.68 84.5 1.96 93.0 
除 掌 区 " " 3.17 100.。1.14 100.0 
備考…1I玄1坪3連制，品種新中長， I月15日点播，問18日薬剤撒布，播種及撒布当時の降雨量
1月16日14.7mm 17日27.3mm以後10日間降雨がなかった.













坪及反当 12 月 18 日調査 4月22日
a障害量只~メノ 箇.. JII萄iJ'~お・ """，0 集。偽計百Z比風総重
I k' 串 * ι*. ・ a ・スル者ア蓮昌~.• ァ~..~
1 
" (1.2) 軸 4 渇6 7&011・羽.0- 17&4 : . • il.Ò~ 




1/ 8 (2.4) 222 409 631・.26.9 8.1** 
ア ν メート く米国〉 4 (1.2) 飴，9 275 944・‘ 40.3 227 
1 6 (1.8) 5回 413 996・‘ 42.5 199‘" 
か 8(2.4) 412 339 751*. 32.0 85** 24.5 
イ Zドヂスルホシ酸アV毛;，- 4 (1.2) 1191 479 1670・ 71.2 466 133.6 
1 6 (1.8) 752 503 1255** 53.5 278 79.6 
11 8 (2.4) 414 270' 品4** 29.2 171** 48.9 
無除草(土省f) 1644 . 701 2345 100.0 348 100.0 













月 B 11 日 月日 kg 9匝 I<I( .. 





か 10 -- 1174 1 2 4.62 105.0 1.83 105.2 





1123 1/ 1 4.58 104.0 1.78 102.2 
" グ24ν2 4.92 111.8 1.82 104.6 


















1 23 1/ 1 4.15 94.3 1.68 96.2 
1124 "2 4.58 104.1 1.82 104.6 
1123 1/ 1 3.90 88.6 1.64 94.2 
1123 ν1 4.40 100.0 1.74 1∞.0 
備考・・・ 1区2W3連制， 11月24日新中長播種， 12月 4 日業~J撒布， 6月7日刈耳王.
婚種及徹布時の降雨最 11日26日0.5mm，27日0.2mm， 12月2日26mm， 5日0.3mm，
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附記本研究費の一部は農林省謄用研究費に負ぃ，またスルフア~::--酸ア V 毛 ν及0:イ主ドヂ;;;z.)レ
ホン酸アVモ::--(日東除草剤A)は日東化学ならびにアvメートは ArnericanTrading Co. 
(Japan) L TD.より送付された試料である，乙与に関係者各位に深謝の意を表する.
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第 3 図 スルブアミシ酸アンモンの裸麦発芽前処震(l!)5~-53)
上.裸麦株間!村の雑草量(1停当〉
下.裸麦収積物 (10株〉
A …無 撒 布， B・JO;l面液坪当lOg， C…問 2Og， 
D…同 30g， E・・同 4Og， F…問 50g， 
G…無撒布土寄， H" 3回中耕除草土寄
〈雑草5月 1目抜駁，同4日撮影， 裸麦6月3日収穫，同24日撮影〉




A…無撒布く無除草)， B …同く除草)， c.・反当く播蒋当)1.3kg， 
D...同1.8kg， E...同3.4kg
